
令和4年度　事業評価書

予算科目 2 款 1 項 10 目 1 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

担当課評価 ※③

 死亡事故は0件でしたが、重傷が1件ありま
した。
コロナ禍による啓発活動の制限を徐々に解除
し、啓発活動を行いました。

 郵送による免許返納が可能であることを広
報誌に掲載し、町公式ホームページにもリン
クを貼り、啓発強化を図りました。 B B

事業指標

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

支援事業の周知が不十分。

事業概要
交通安全意識の高揚を目的に、交通安全の広報、啓発活動及び交通弱者の交通安全教育など、交通安
全の推進活動を実施します

担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222

交通安全推進費

1,251千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 1,251千円

申請件数　39件

つながりを活かした交通安全
と防犯

  

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ

3-2

813千円

交通安全推進事業 運転免許証自主返納支援事業 交通安全推進事業 運転免許証自主返納支援事業

3-5 暮らしを支える地域公共交通

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

未達成  未達成

人身交通事故件数の削減 運転免許証自主返納支援事業の実施

改善・対応策
警察と連携し、効果的な啓発活動を実施しま
す。
SNS等を活用した啓発を実施します。

事業内容
交通安全意識の高揚を目的に、交通安全啓発
品の配布及び各種キャンペーンを開催しま
す。

0円

65.0% 65.0%

65歳以上の高齢ドライバーが免許証を自主返
納した時にその後の支援品として、海っ子バ
ス及び知多バス（師崎線）の共通1日乗車券
6,000円分を交付します。

3-2
つながりを活かした交通安全
と防犯

※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

1 2 ③

  

891,000円 360,000円

579,176円 234,000円

579,176円 234,000円

0円

死亡事故及び重傷者ゼロかつ人身交通事故件
数28件以下

60件/年

2

人身交通事故件数27件
（死亡0件、重傷1件、軽傷26件）

0千円 その他 0千円 一般財源

39件

③

事業実績

交通安全推進協議会全体会　1回（書面）
交通安全教室　1回
交通安全キャンペーン　3回
シートベルト関所　1回
幼児交通安全指導者講習会　1回
高齢者交通安全実践講座　1回

課題 令和4年中に、重傷事故が1件発生しました。

1

813千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債

町広報誌での啓発強化や、高齢者の多くいる
会合等でのPRを実施します。



令和4年度　事業評価書

予算科目 2 款 1 項 10 目 2 事業

予算額 900千円

決算額 606千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

 

担当課評価 ※③

カーブミラー新設を2基に減らし、区画線工
を実施しました。
交通上の危険個所の安全性向上を図りまし
た。

 

B

未達成  

課題 カーブミラーの新設要望が40件あります。  

 

交通安全施設の新設工事完了

3-2

カーブミラー新設3基
カラー舗装工２箇所（370ｍ、420ｍ）

2 ③  

3-4

事業内容

交通安全施設（防護柵、区画線、カーブミ
ラー等）の新設工事を実施します。

カーブミラー　新設３基
カラー舗装（グリーンベルト）
日間賀小学校前通学路　370ｍ
豊浜小学校前通学路　　420ｍ

3,014千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 1,808千円

事業指標

※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

カーブミラー新設　2基
カラー舗装工等　3箇所

 

安心な暮らしを支えるインフ
ラ   

事業実績

カーブミラー　2基
カラー舗装工　2箇所
　豊浜420ｍ、日間賀島370ｍ
区画線工　　　1箇所
　片名816ｍ

 

    

 1

つながりを活かした交通安全
と防犯  

改善・対応策
交通状況の変化の有無、緊急・危険対策の必
要度を考慮し、優先順位を決めて対応しま
す。

600千円 その他 一般財源

交通安全施設整備事業

100.0%

0千円 一般財源

1,206,000円

交通安全施設整備事業

3,014,000円

1,808,000円

3,015,000円

3,015千円 財源内訳　国庫支出金

事業概要

県支出金 町債

交通安全施設（防護柵、区画線、カーブミラー等）の新設工事を実施します
担当課　防災危機管理室

0千円

交通安全施設整備費

600千円 その他 1,515千円

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 2 款 1 項 10 目 3 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

つながりを活かした交通安全
と防犯

事業実績

修繕等
交通安全灯　　4基（LED化）
カーブミラー　2基
赤色回転灯　　1基
注意看板　　　1枚

放置自転車撤去　20台

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

低い　１　２　③　４　５　高い

交通安全灯のLED化が35基未実施。

低い　１　２　③　４　５　高い

毎年放置自転車があります。

担当課評価 ※③

交通安全灯4基をLED化し、維持管理費の削減
を図りました。
その他必要な修繕を行い適正な維持管理に努
めました。

地域と連携したクリーンキャンペーンを実施
し、放置自転車を撤去しました。
また、定期的に駐輪場の見回りをし、適正な
維持管理に努めました。 A B

安心な暮らしを支えるインフ
ラ

県支出金

  3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ

1 2 ③

事業指標

事業内容

2,261,000円 105,000円

1,908,586円 97,593円

1,908,586円 97,593円

0円 0円

84.4% 92.9%

3-2
つながりを活かした交通安全
と防犯 3-2

改善・対応策
交通安全灯のLED化を順次実施していきま
す。

今後も見回りを継続して実施します。

③

交通安全灯、カーブミラー等の維持修繕を実
施します。

内海駅高架下に設置してある町営駐輪場の維
持管理及び放置自転車撤去を実施します。

3-4
安心な暮らしを支えるインフ
ラ3-4

達成 達成

放置自転車の撤去作業

1回/年 1回/年

1回/年  1回/年

課題

1 2

交通安全施設の現況把握

交通安全施設維持管理事業 駐輪場維持管理事業

事業概要 交通安全施設及び駐輪場の維持管理を実施します

交通安全施設維持管理事業

その他 0千円

担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222

駐輪場維持管理事業

一般財源

交通安全施設維持管理費

2,366千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 2,366千円

2,006千円2,006千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 町債 0千円



令和4年度　事業評価書

予算科目 2 款 1 項 10 目 4 事業

予算額 1,000千円

決算額 1,000千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 交通指導員設置数

課題 新たな交通ルールの習得。  

3名

3名  

改善・対応策
研修に参加するなど、新たな交通ルールの習
得に努めます。

 達成  

担当課評価 ※③  効果的な交通指導ができました。  

B

3-2
つながりを活かした交通安全
と防犯   

事業実績  交通指導員　3名

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ   

    

1 2 ③    

2,690千円

交通指導員設置事業 交通指導員設置事業

事業内容
町民の交通安全意識の高揚と正しい交通安全
ルールの習慣化を促進するため交通指導員を
設置します。

3,914,000円

3,690,156円

2,690,156円

1,000,000円

94.3%

3,690千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

事業概要 町民の交通安全意識の高揚と正しい交通安全ルールの習慣化を促進するため交通指導員を設置します
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222

交通指導員設置費

3,914千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 2,914千円



令和4年度　事業評価書

予算科目 2 款 1 項 13 目 1 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

事業指標 犯罪発生件数の削減 防犯灯設置への補助を実施する

課題
町内において特殊詐欺被害や予兆電話が発生
しています。

特にありません。

刑法犯認知件数62件以下 新設14基・ＬＥＤへの付替え60基

74件 新設20基・ＬＥＤへの付替え52基

改善・対応策
特殊詐欺や特殊詐欺防止装置について、広
報・啓発活動を強化します。

防犯対策の強化のため、引き続き事業を継続
していきます。

未達成 未達成

担当課評価 ※③

侵入盗が多発したため、警察及び地域と連携し、まちの
防犯診断事業を行い、内海地区の防犯力向上を図りまし
た。
特殊詐欺防止装置購入費補助金を創設し、特殊詐欺被害
防止を図りました。

概ね目標値を達成でき、町内の防犯対策の強
化を図りました。

B B

3-2
つながりを活かした交通安全
と防犯 3-2

つながりを活かした交通安全
と防犯

事業実績

安全なまちづくり推進協議会　1回（書面）
安全なまちづくりキャンペーン　11回
町管理防犯カメラ設置累計　10台
地域団体向け防犯カメラ設置費補助金　2件
家庭用防犯カメラ設置費補助金　6件
特殊詐欺防止装置購入費補助金　10件
暴力団追放パレード　1回

新設　　　20基
LEDへの付替え　52基

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ 3-4

安心な暮らしを支えるインフ
ラ

  3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ

1 2 ③ 1 2 ③

2,202千円

安全なまちづくり推進活動事業 防犯灯設置費補助事業 安全なまちづくり推進活動事業 防犯灯設置費補助事業

事業内容

安全なまちづくりを推進するための事業を実
施します。
・安全なまちづくり推進協議会
・安全なまちづくりｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・防犯カメラ設置
・防犯カメラ設置費補助事業
・特殊詐欺防止装置購入費補助事業
・暴力団追放活動

防犯灯設置促進を目的に区で設置する防犯灯
の整備費に対して補助を行います。

1,391,000円 1,048,000円

1,159,104円 1,043,020円

1,159,104円 1,043,020円

0円 0円

83.3% 99.5%

2,202千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

防犯対策費

2,470千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 2,470千円

事業概要
犯罪防止のため、防犯運動の推進、防犯連絡責任者の委嘱、防犯灯の設置促進、安全なまちづくり及
び暴力追放活動の推進に努めます

担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 2 款 1 項 15 目 3 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 自衛官募集の広報活動

課題 特にありません  

3回/年

4回/年  

改善・対応策
今後も継続して町広報誌などで広報を行いま
す。

  達成  

担当課評価 ※③
町広報誌に掲載する他、二十歳のつどいにお
いて啓発品を配布し、広報活動を行いまし
た。

 

B

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績 町広報誌掲載　3回（4月、7月、2月）

    

    

1 2 ③    

0千円

自衛官募集事務事業 自衛官募集事務事業

事業内容 町広報等で自衛官募集の案内を行います。

20,000円

16,456円

456円

16,000円

82.3%

16千円 財源内訳　国庫支出金 16千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

自衛官募集事務費

20千円 財源内訳　国庫支出金 20千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 0千円

事業概要 町広報等で自衛官募集の案内を行います
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 2 目 1 事業

予算額 517千円

決算額 559千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 消防団の消防力の現況調査

課題 消防団員の確保が困難。  

1回/年

 1回/年  

改善・対応策 PR活動を強化します。   達成  

担当課評価 ※③

消防団員からの要望に基づき、必要な消耗品、被
服を購入・配備し、円滑な消防団活動を図りまし
た。
また、第２分団１班～３班の統合を行い、体制強
化を図りました。

 

B  

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績
R4消防団員数　　360人
・R4退団者数（～R4.3.31）　37人
・R4入団者数（R4.4.1～）　31人

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ   

    

1 2 ③    

9,808千円

消防一般管理費 消防一般管理費

事業内容
非常備消防団の被服の購入及び退職報償金の
支払い等を行います。

22,393,000円

19,102,344円

9,807,884円

9,294,460円

85.3%

19,102千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 8,735千円 一般財源

消防一般管理費

22,393千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 11,874千円 一般財源 10,002千円

事業概要 知多南部消防組合との緊密な連携のもと消防団の火災及び災害の出動体制の確立を図ります
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 2 目 2 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 消防操法大会・観閲式・出初式の開催

課題 従来通りの行事内容での実施が困難。  

各1回/年

消防操法大会中止
観閲式及び出初式開催

 

改善・対応策
出初式、観閲式の実施方法の変更について消
防団幹部等と協議します。

  未達成  

担当課評価 ※③

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため消
防操法大会は中止となりましたが、代替の訓
練等を実施し、団員の技術向上や士気高揚を
図りました。

 

C  

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績
操法大会　　中止
観閲式　　　113人
出初式　　　102人

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ   

    

1 2 ③    

2,754千円

消防推進事業 消防推進事業

事業内容
消防団の主な行事である消防操法大会・観閲
式・出初式を行います。

4,292,000円

2,753,860円

2,753,860円

0円

64.2%

2,754千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

消防推進事業費

4,292千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 4,292千円

事業概要 消防団の主な行事である消防操法大会・観閲式・出初式を行います
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 2 目 3 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 消防団の消防力の現況の把握

課題
団員報酬等の個人支給を実施するための体制
が未整備。

 

1回/年

 1回/年  

改善・対応策
団員報酬等の個人支給に向け、出動人員の報
告方法などについて、消防団幹部等と協議し
検討をすすめます。

  達成  

担当課評価 ※③ 消防団の適正な運営を図りました。  

A  

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績
 火災出動件数
　9件（延べ140人）

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ   

    

1 2 ③    

19,916千円

消防団員活動事業 消防団員活動事業

事業内容
消防団の緊急出動、訓練出動に係る報償費を
支給し、分団の運営・活動を支援します。

21,110,000円

19,915,600円

19,915,600円

0円

94.3%

19,916千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

消防団員活動費

21,110千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 21,110千円

事業概要 消防団の緊急出動、訓練出動に係る報償費を支給し、分団の運営・活動を支援します
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 2 目 4 事業

予算額 5,176千円

決算額 5,176千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 消防団の消防力の現況の把握

課題
令和２年度に策定した防災・消防施設計画と
消防団の現状に相違があります。

 

1回/年

 1回/年  

改善・対応策 防災・消防施設計画の見直しを行います。  達成  

担当課評価 ※③
消防詰所・車庫及び消防自動車等の消防施設
等の維持、管理に努めました。

 

B  

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績
消防車両車検　19台
篠島照浜車庫取り壊し
篠島堂山車庫建て替え

4-4 持続可能な行財政運営   

    

1 2 ③    

1,384千円

消防施設等維持管理事業 消防施設等維持管理事業

事業内容
消防詰所・車庫及び消防自動車等の消防施設
等の維持、管理に努めます。

14,658,000円

13,660,953円

1,383,953円

12,277,000円

93.2%

13,661千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 7,100千円 その他 1千円 一般財源

消防施設等維持管理費

14,658千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 7,100千円 その他 0千円 一般財源 2,382千円

事業概要 消防詰所・車庫及び消防自動車等の消防施設等の維持、管理に努めます
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 2 目 6 事業

予算額 7千円

決算額 13千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　②　３　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　①　２　３　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 県消防操法大会出場

課題 特になし

１回/年

1回/年

改善・対応策 次回の出場予定は令和９年度達成

担当課評価 ※③
県消防操法大会に出場し、第３分団の操法技
術及び士気高揚が図られた。

D

3-1 まちと命を守る防災

事業実績 第３分団２班出場

1 2 ③

2,051千円

（新規）県消防操法大会費 （新規）県消防操法大会費

事業内容
第３分団２班が愛知県消防操法大会に出場し
ます。

2,939,000円

2,064,434円

2,051,161円

13,273円

70.2%

2,064千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

県消防操法大会費

2,939千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 2,932千円

事業概要 愛知県消防操法大会に出場します
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 3 目 1 事業

予算額 1,527千円

決算額 1,917千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 消火栓等の現況の把握

課題
地区からの新設要望がありますが、要望の一
部しか対応できていません。

 

1回/年

1回/年  

改善・対応策
設置要望場所周辺の変化や、火災消火活動の
ための必要度等を考慮し、優先順位を決めて
対応します。

 達成  

担当課評価 ※③

消防署と連携し、消火栓の現況把握を行いま
した。
水道課と連携し、地元調整を始め修繕等整備
ができました。

 

B  

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績
消火栓設置総数　1059基
・修繕等　9基

3-4
安心な暮らしを支えるインフ
ラ   

4-4 持続可能な行財政運営   

1 2 ③    

4,538千円

消火栓整備事業 消火栓整備事業

事業内容
火災等に対応できるよう、消火栓等の適正な
維持管理、整備に努めます。

6,460,000円

6,454,869円

4,537,869円

1,917,000円

99.9%

6,455千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

消火栓整備事業費

6,460千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 900千円 その他 0千円 一般財源 4,033千円

事業概要 火災等に対応できるよう、消火栓等の適正な維持管理、整備に努めます
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 3 目 2 事業

予算額 899千円

決算額 899千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 消防車両、消防ポンプの現況の把握

課題 消防車両等の適正台数が不明確。  

1回/年

1回/年  

改善・対応策 適正台数について調査・検討を重ねます。  達成  

担当課評価 ※③
適正な維持管理ができるよう配備の見直しを
図りました。

 

B  

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績
消防車両総数　30台
消防ポンプ　　29台
・小型動力ポンプ付積載車1台（初神）

4-4 持続可能な行財政運営   

    

1 2 ③    

157千円

消防車両等購入 消防車両等購入

事業内容
小型動力ポンプ付積載車1台（初神）を購入
します。

5,430,000円

5,256,160円

#VALUE!

96.8%

5,256千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 4,200千円 その他 0千円 一般財源

消防団備品整備事業費

5,430千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 4,900千円 その他 0千円 一般財源 0千円

事業概要 小型動力ポンプ積載車等の計画的な更新、整備に努めます
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 4 目 1 事業

予算額 413千円

決算額 334千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　３　④　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

事業指標 防災訓練の実施 防災設備の現況の把握

課題 防災訓練の参加者が少ない。
防災行政無線の各機器について、耐用年数を
超えた設備があります。

各地区１回 1回/年

内海、師崎地区実施
豊浜、篠島、日間賀島地区中止

1回/年

改善・対応策
広報・周知について内容や方法を強化しま
す。

 毎年の保守点検に合わせ整備計画を見直
し、適正な維持管理に努めます。

未達成 達成

担当課評価 ※③
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
一部地区では中止となりました。  適正な維持管理を図りました。

A B

3-1 まちと命を守る防災 3-1 まちと命を守る防災

事業実績

海水浴場警備　181人
年末夜警　　　359人
防災訓練　各自主防災会で実施
防災リーダー養成講座　26人
家具転倒防止器具設置　5件

防災ラジオ購入　50台
高度情報通信ネットワーク無停電電源装置取
替修繕

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ 4-4 持続可能な行財政運営

    

1 2 ③ 1 2 ③

19,576千円

訓練・研修・警備等の実施 防災設備の維持管理 訓練・研修・警備等の実施 防災設備の維持管理

事業内容

町主催による防災訓練及び防災研修、消防団
による海水浴場警備及び年末夜警を実施しま
す。

防災行政無線等防災設備の適正な維持管理に
努めます。

760,000円 12,126,000円

692,786円 11,272,469円

692,786円 10,806,469円

0円 466,000円

91.2% 93.0%

20,146千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 236千円 一般財源

防災対策事業費

21,127千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 160千円 一般財源 20,554千円

事業概要 町民等を災害から守るため、警備・訓練・研修の実施、防災設備の維持管理を行います
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 4 目 2 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　３　④　５　高い 低い　１　２　３　④　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

事業指標 非常食の備蓄 補助金制度の説明会の実施

課題
備蓄計画の見直しによる新たな備蓄物資の購
入にかかる財源と保管場所の確保。

補助内容を見直したため、制度が浸透してい
ません。

備蓄総数　47,800食、飲料水15,600本
（500ml）

1回/年

 備蓄総数　48,254食、飲料水15,696本
（500ml）

1回/年

改善・対応策

財源については、南海トラフ地震対策補助金
等の活用や拡大を要望します。
保管場所については、閉校となった学校など
の利用を検討します。

各地区自主防災会向けに説明会を実施しま
す。

達成 達成

担当課評価 ※③ 計画通りに備蓄できました。
適正な交付事務により、補助金を活用した自
主防災活動の支援ができた。

 A B

3-1 まちと命を守る防災 3-1 まちと命を守る防災

事業実績

・非常用食料　12,296食
・保存飲料水　 1,968本
・避難所用備品
　　災害備蓄用土のう袋　200枚
　　災害備蓄用歯ブラシ　16,000本

自主防災組織資機材整備事業補助金　5団体
自主防災組織等津波避難路整備事業補助金
13団体
自主防災組織等活動事業補助金　6団体
コミュニティ助成事業補助金　1団体

4-4 持続可能な行財政運営 3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ

    

1 2 ③ 1 2 ③

7,379千円

避難所用備品購入事業 自主防災組織支援事業 避難所用備品購入事業 自主防災組織支援事業

事業内容
非常食及び避難所での必要備品を購入しま
す。

災害時における自助・共助のうちの共助を支
援するため、自主防災組織に補助等を実施し
ます。

資機材整備事業補助金
津波避難路整備事業補助金
活動事業補助金

3,853,000円 5,003,000円

3,849,740円 4,204,853円

3,849,740円 2,604,853円

0円 1,600,000円

99.9% 84.0%

8,979千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 1,600千円 一般財源

災害対策事業費

10,986千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 1,080千円 一般財源 9,906千円

事業概要 非常食の備蓄、避難所備品の購入及び自主防災組織に対する支援を行います
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 4 目 3 事業

予算額 1,781千円

決算額 955千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 施設の操作訓練を兼ねた点検を実施

課題
新入団員等が樋門の操作方法を習得できてい
ません。

 

6回/年

6回/年  

改善・対応策 継続して訓練を実施します。  達成  

担当課評価 ※③
定期的な点検及び操作訓練を実施し、
災害時に円滑な操作ができるよう努めまし
た。

 

B  

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績
訓練回数6回／年
出動人員　延べ　552人
（消防団員　428人、町職員　124人）

3-4
安心な暮らしを支えるインフ
ラ   

4-4 持続可能な行財政運営   

      

0千円

樋門門扉維持管理事業 樋門門扉維持管理事業

事業内容
高潮等の災害に備え、樋門門扉の維持管理を
実施します。

1,781,000円

954,767円

0円

954,767円

53.6%

955千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

樋門門扉維持管理費

1,781千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 0千円

事業概要 高潮等の災害に備え、樋門門扉の維持管理を実施します
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222



令和4年度　事業評価書

予算科目 9 款 1 項 4 目 4 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

事業概要 町民等を災害から守るため、防災施設の維持管理を行います
担当課　防災危機管理室

防災安全係　内線222

防災施設維持管理費

6,712千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 800千円 一般財源 5,912千円

6,366千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 841千円 一般財源 5,525千円

防災施設の維持管理 防災施設の維持管理

事業内容

町民等を災害から守るため、防災施設の維持
管理を行います。
・内海防災センター
・豊浜防災センター
・師崎避難所
・篠島防災センター
・日間賀島防災センター

6,712,000円

6,366,315円

5,525,259円

841,056円

94.8%

3-1 まちと命を守る防災   

事業実績 師崎避難所階段照明LED化工事

4-4 持続可能な行財政運営   

    

1 2 ③    

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

事業指標 防災施設の現況把握のための点検実施

課題 特に課題はありません。  

12回/年

12回/年  

改善・対応策 適正な維持管理を継続していきます。  達成  

担当課評価 ※③ 適正な維持管理ができています。  

B  


